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論文内容の要旨

目的：肝膿療は経動脈化学塞栓療法（TAC E）後に発生する主要な感染性合併症である。そ

の発症頻度は 0.2 ～2%であるため、TACE における予防的抗菌薬の有用性に関寸るエピデ

ンスは不足している。本研究の目的は、TACE における予防的抗菌薬の使用と TACE 後の肝

膿療の発生との関連を解析することである。

方法：本邦の Diagnosis Procedure Combina tion データベースを用いて、2010年 7月から

2017 年 3月までの聞に肝細胞癌または転移性肝癌に対して TACE を受けた患者を後方視

的に同定した。予防的抗菌薬は 1～3世代セプアロスポリン、アンヒ。シリンスルバクタム、オキサ
セフェム、セファマ，イシンのいずれかが TACE 同日に投与されていることと定義した心同一入

院中に他の処置がある患者、 18 歳未満の患者、処置前日までに抗菌薬が投与された患者、

対象外の抗菌薬が投与された患者は除外したむ予防的抗菌薬投与群（抗菌薬群）と抗菌薬

非投与群 （非抗菌薬群）の 2群で患者背景と病院因子を用いて1対1の傾向スコアマッチン

グを実施し両群のアウトカムを比較した。主要アウトカムは、TACE 後 30 日以内に治療的処置

（経皮的肝膿揚ドレナージ、経皮的肝膿場穿刺、あるいは膿療切除術）を必要とした肝膿療と

定義した。副次的アウトカムは、 30 日以内の院内死亡割合、入院期間、入院費用、
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結果：167,544 例の患者のうち、 134,71 2例が抗菌薬を投与され、 32,832 人が投与されなかっ

た。マッチしたコホート 29,2 11 組において、治療的処置を必要とする肝膿療患者の割合は、

抗菌薬群が非抗菌薬群よりも有意に低かった（0.08% VS 0.22%、p= 0.001 ；相対リスク0.35

[95 %信頼区間 0.22 -0.57 ］；リスク差0.00 14[0.0008 -0.00 21]; number needed to treat 696 

[ 476-1,223] ）。 30 日以内の院内死亡割J合には群間で、有意差はなかった。抗菌薬群では非

抗菌薬群と比較して、 入院期間は有意に延長し（中央値、 10日 VS 9日、 p<0 .001) 、入院費

用は有意に高く（中央値 5,5:32€ VS 5,242ε ）、σost ndioides difffc1Je 感染症は有意ではない

がより高頻度で、あった（0.08% vs 0.04 、p= 0.07% ）。

考察：本研究は TACE 後の肝膿療の発生と予防的抗菌薬の関連を十分な症例数で評価した

世界で初めての知見であり新規性が高い。TACE において予防的な抗菌薬の使用は、治療

的処置を必要とする肝膿療の減少と関連していたコ一方で、予防的抗菌薬の使用は入院期間

や入院費用の増大と関連しており、 TAC Eにおいて常に予防的抗菌薬が推奨されるかどうか

判断するためには、抗菌薬投与の利益と有害性についてさらなる調査が必要である。


